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坂の上のラパ肝・胆・膵［Web動画付］
腹腔鏡下手術が拓く肝胆膵外科のNEWスタンダード

山本雅一
社会医療法人中山会宇都宮記念病院院長

　腹腔鏡下肝胆膵切除術はこの 20
年間に大きく進歩した．当初は肝胆
膵外科分野で発展するのか危惧され
たが，術後の患者負担の軽減，合併
症が少ないことが多くの臨床研究で
明らかにされ保険収載された．腹腔
鏡による視野も良好で，外科医教育
に有効であることも評価されている．
さらには最近ロボット手術も導入さ
れ新たな時代を迎えつつある．
　2010 年に第 4 回肝臓内視鏡外科
研究会を主催した．フランスから
Brice Gayet 教授をお招きし腹腔鏡
下手術の可能性について多くを学び，
その発展を確信した．鏡視下手術の
良好な視野から繊細な手術が可能と
なり，出血量は大きく減少した．創
部が小さいことから術後の回復が早
く，在院日数も減少した．しかし，
臓器を直接触れることができないこ
と，鏡視下における切除臓器の立体
的把握の困難さ，鉗子操作の修得に
時間がかかること，大量出血時の止
血の困難さなどの問題点も指摘され
た．経験豊富な医師の下である一定

期間のトレーニングが重要であると
認識した．
　本書は本田五郎教授と大目祐介医
師の合作である．雑誌『臨床外科』
で好評連載された原稿にさらに手を
入れて出版された．改めて本書を見
ると随所に本田イズムというべきこ
だわりが満載で，著者の心意気が感
じられる．術中写真・ビデオは鮮明
で，解剖図も的確である．「Pitfall」

「Knack」が随所に配置され飽きさ
せず，さまざまなコメントは刺激的
で，「coffee brake」でほっとさせら
れる．
　タイトルの『坂の上のラパ肝・
胆・膵』であるが，著者に確認する
と，駒込病院，新東京病院，東京女
子医大病院はいずれも坂を上った高
台にあるとの返答であった．大変ユ
ニークな発想である．私はすぐに司
馬遼太郎の『坂の上の雲』を連想し
た．日本が近代国家をめざして格闘
した時代を重ね合わせることで，著
者らの鏡視下肝胆膵外科手術で格闘
してきた歴史やさらなる高みをめざ

す姿勢を感じた．『坂の上のラパ
肝・胆・膵』は，現段階においての
標準術式になり得るものであるが，
坂の上に立つとさらなる坂道が続い
ていることは間違いない．その次な
る坂道の上を若い外科医にはめざし
ていただきたい．
　東京女子医大消化器病センターを
創設された中山恒明先生より「全て
の手術は誰にでもでき安全で易しく
なくてはならない」，さらに「手術
に特許はない」と教えられた．恩師
の高崎健先生は「手術は単純でス
カッと終えることが重要である」と
言われていた．現段階での腹腔鏡下
肝胆膵外科手術の教科書とも考えら
れる本書を，現在ラパ肝胆膵手術に
携わっている医師，これからラパ肝
胆膵外科をめざす医師にぜひ手に
取っていただきたいと思っている．
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